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タンデム小型反応炉GC/MSシステムを用いた 
エタノールからエチレンへの変換 – Part 1 

Ref.: R. Freeman et al., J. Anal. Appl. Pyrolysis, 111 (2015) 41-46 
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Fig.1 タンデム小型反応炉GC/MSシステム 
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Fig.3 エタノール蒸気連続導入による触媒反応のオンライン分析 

触媒： H-ZSM-5 (20 % coating on Al2O3, 20/30 mesh) 

1st µ-反応炉：100ºC; 2nd µ-反応炉：100-450ºC (20 ºC/min) 
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[背景] 前報（RXT-001）で報告した触媒の探索・評価が迅速にできるタンデム小型反応炉GC/MSシステムを用いて、エタノールから

エチレンへの変換を行い、触媒評価に対する有用性を検討したので報告する。 

[方法] システム構成図をFig.1に示す。 2nd µ-反応炉の触媒反応管にはゼオライト系触媒（H-ZSM-5, 3 x 10 mm）を充填した。GC

注入口とMSとは不活性化EGAチューブを用いて直結した。100ºCに保った1st µ-反応炉にキャリヤーガスと共にエタノール蒸気を連

続導入し、リニアー昇温モード（Fig.2）で2nd µ-反応炉温度を100ºCから450ºCまで20 ºC/minで昇温させ、触媒反応による生成物を、

MSを検出器としてリアルタイムで観測した。 

[結果] リニアー昇温モードにおけるエタノールの変換例をFig.3に示す。水、エチレン、エタノール、ジエチルエーテルのそれぞれの特

徴的なイオンで観測すると、反応温度の上昇に伴い、まずエタノールの脱水反応によりジエチルエーテル（DE）の生成量が増加し、

270ºCあたりで最大となった。300ºC以上ではDEの脱水反応に伴い、水とエチレンの生成量の増加が観測された。以上のことから、タ

ンデム小型反応炉-GC/MSシステムを使用することにより、触媒の特性が反映された結果を得ることができた。 


